
2026年度　日本手術看護学会北海道地区	

セミナーⅡ　「手術をみる」から「患者をみる」へ	

　　～術前後訪問で変わる周術期看護	～	開催報告	

2026年9月26日（土）、ZOOMによるwebにて“「手術をみる」から「患者をみる」へ”をテーマに北海道地区
セミナーⅡを開催しました。 
  
当日は、札幌医科大学 麻酔科学講座 助教の立花俊祐先生をお迎えし、周術期における患者の状態
把握やリスクアセスメントについてご講演いただきました。 

 
  
続いて、北海道医療センター手術室認定看護師の前川智先生より、事例をもとにした講演が行われま
した。臨床での具体的な実践を振り返りながら、患者を捉え、看護につなげていくための視点について
学ぶ機会となりました。 
 講演後には参加者からも多くの質問が寄せられ、活発な意見交換が行われました。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

アンケートでは「患者を一人の生活する人として見ることが大切であると気づかされました。」や「すぐに
業務に活かせる内容でとても勉強になった」などの意見が聞かれ、有意義なセミナーとなりました。 
 今後は、術前・術中・術後の情報をつなぎ、患者を周術期全体で捉える視点を大切にしながら、チーム
で情報を共有し、より安全で質の高い周術期看護につなげていきましょう。 
  
	 今後もより多くの会員のみなさまが興味を持って参加していただけるよう企画・運営してまい
ります。皆様のご参加を心よりお待ちしております。	


